
0 

 

 

 

 

 

 

 特別区設置協定書（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府・大阪市特別区設置協議会 

 

  

資料３ 



1 

 

 

特別区設置協定書 目次 

一 特別区の設置の日（法第５条第１項第１号関係） .................................... 3 

二 特別区の名称及び区域等 .......................................................... 3 

（一）特別区の名称及び区域（法第５条第１項第２号関係） .................................................... 3 

（二）特別区の主たる事務所の位置 ............................................................................................ 4 

三 特別区の議会の議員の定数等 ...................................................... 4 

（一）議会の議員の定数（法第５条第１項第４号関係） ........................................................... 4 

（二）議会の議員の報酬 .............................................................................................................. 4 

四 特別区と大阪府の事務の分担（法第５条第１項第５号関係） .......................... 5 

１．事務の分担 ............................................................................................................................. 5 

（一）特別区が処理する事務（（三）に掲げる事務を除く。） .................................................... 5 

（二）大阪府が処理する事務（（三）に掲げる事務を除く。） .................................................... 6 

（三）任意事務 ............................................................................................................................. 6 

（四）高速鉄道事業等の取扱い ................................................................................................... 6 

２．事務の承継 ............................................................................................................................. 6 

（一）承継する事務 ..................................................................................................................... 6 

（二）事務の承継に当たっての留意点 ........................................................................................ 6 

五 特別区と大阪府の税源の配分及び財政の調整（法第５条第１項第６号関係） ............ 8 

１．特別区と大阪府の税源の配分................................................................................................ 8 

２．特別区と大阪府の財政の調整................................................................................................ 8 

（一）財政調整の目的・財源及び配分の割合 ............................................................................. 8 

（二）特別区財政調整交付金の種類・割合 ................................................................................. 8 

（三）特別区財政調整交付金に加算する額 ................................................................................. 9 

（四）大阪市債の償還にかかる財政調整財源の負担 .................................................................. 9 

（五）都市計画税・事業所税の取扱い ........................................................................................ 9 

（六）特別区の設置後の財政の調整に関する取扱い .................................................................. 9 

六 特別区の設置に伴う財産処分（法第５条第１項第３号関係） ......................... 10 

１．財産の取扱い ....................................................................................................................... 10 

（一）基本的な考え方 ................................................................................................................ 10 

（二）第１区分に係る財産の取扱い .......................................................................................... 10 

（三）第２区分に係る財産の取扱い .......................................................................................... 10 

（四）公営企業等に係る会計に属する財産の取扱い ................................................................ 12 

２．債務の取扱い ....................................................................................................................... 13 

（一）基本的な考え方 ................................................................................................................ 13 

（二）債務負担行為の取扱い ..................................................................................................... 13 

（三）地方債の取扱い ................................................................................................................ 13 

七 大阪市及び大阪府の職員の移管（法第５条第１項第７号関係） ....................... 15 



2 

 

１．職員の移管 ........................................................................................................................... 15 

（一）基本的な考え方 ................................................................................................................ 15 

（二）職員の移管 ....................................................................................................................... 15 

（三）職員の任免、給与その他の身分の取扱い ........................................................................ 15 

２．共済制度 .............................................................................................................................. 16 

八 その他特別区の設置に関し必要な事項（法第５条第１項第８号関係） ................. 17 

１．都区協議会 ........................................................................................................................... 17 

２．特別区において共同で処理する事務 ................................................................................... 18 

（一）基本的な考え方 ................................................................................................................ 18 

（二）全ての特別区を構成団体とする一部事務組合の設置 ..................................................... 18 

（三）全ての特別区による機関等の共同設置 ........................................................................... 19 

（四）特別区及び他の市町村を構成団体とする一部事務組合、広域連合等 ............................ 19 

３．特別区の支所等の事務 ........................................................................................................ 20 

４．町の名称 .............................................................................................................................. 20 

５．その他 .................................................................................................................................. 20 

別表 ............................................................................... 21 

 

 

  



3 

 

一 特別区の設置の日（法第５条第１項第１号関係） 

 

  特別区の設置の日は、平成２９年４月１日とする。 

 

 

二 特別区の名称及び区域等 

 

（一）特別区の名称及び区域（法第５条第１項第２号関係） 

 

  特別区の名称及び区域は、次の表に掲げるとおりとする。 

 

特別区の名称 特別区の区域 

北区 大阪市都島区、北区、淀川区、東淀川区及び福島区の区域 

湾岸区 

大阪市此花区、港区、大正区、西淀川区及び住之江区（南

港北１～３丁目、南港東２～９丁目、南港中１～８丁目及

び南港南１～７丁目の区域に限る。）の区域 

東区 大阪市城東区、東成区、生野区、旭区及び鶴見区の区域 

南区 
大阪市平野区、阿倍野区、住吉区、東住吉区及び住之江区

（湾岸区の区域となる区域を除く。）の区域 

中央区 大阪市西成区、中央区、西区、天王寺区及び浪速区の区域 
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（二）特別区の主たる事務所の位置 

 

 特別区の主たる事務所の位置は、次の表に掲げるとおりとする。 

 

特別区の名称 主たる事務所の位置 

北区 大阪市北区中之島１丁目３番 20 号 

湾岸区 大阪市港区市岡１丁目 15 番 25 号 

東区 大阪市城東区中央３丁目５番 

南区 大阪市阿倍野区文の里１丁目１番 40 号 

中央区 大阪市西成区岸里１丁目５番 20 号 

 

三 特別区の議会の議員の定数等 

 

（一）議会の議員の定数（法第５条第１項第４号関係） 

特別区の議会の議員の定数は、次の表に掲げるとおりとする。 

 

特別区の名称 議会の議員の定数 

北区 １９人 

湾岸区 １２人 

東区 １９人 

南区 ２３人 

中央区 １３人 

 

  各特別区においては、これまでの大阪市における区政会議の取組を発展させるな

ど、住民自治の充実を図るものとする。 

 

（二）議会の議員の報酬 

特別区の議会の議員に支給する報酬の月額は、平成 26 年７月１日現在における

大阪市会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例（昭和 31年条例第 32号）

第２条に規定する報酬の額の３割減とする。 
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四 特別区と大阪府の事務の分担（法第５条第１項第５号関係） 

 

１．事務の分担 

 

（一）特別区が処理する事務（（三）に掲げる事務を除く。） 

大阪市の区域に設置されることとなる特別区は、法律又はこれに基づく政令により

特別区が処理することとされる事務（現に東京都の特別区が法律又はこれに基づく政

令により処理することとされる事務に相当する事務）を処理することになる。 

これらの事務に加え、次の①から③までに掲げる理由から、地方自治法（昭和 22

年法律第 67 号）第 252 条の 22 第１項に規定する中核市（以下「中核市」という。）

が処理することとされる事務（別表第１－３）も処理することとするとともに、都道

府県が処理することとされる事務及び地方自治法第 252 条の 19 第１項に規定する指

定都市（以下「指定都市」という。）が処理することとされる事務のうち、①から③

までに照らし、住民に身近な事務（別表第１－１及び別表第１－２）を担うものとす

る。 

① 中核市の要件を上回る約 35～70 万の人口となること。 

② 従来大阪市において培われてきた知見、実績、ノウハウ等を有し、また、従来

の大阪市における職員体制をもとに、中核市が担うこととされる事務に加えて、

都道府県が担うこととされる事務及び指定都市が担うこととされる事務の一部

を処理するために必要な職員体制が整備されること。 

③ 従来大阪市が保有していた施設、設備等を基本的に承継し、また、財政調整制

度により必要な財源が確保される制度設計となっていること。 

加えて、市町村が処理することとされている事務のうち、特別区の特例により、都

が処理することとされている事務であっても、住民に身近な特別区が処理することが

相応しい事務（別表第１－４）について処理することとする。 

なお、現に東京都の特別区が法律又はこれに基づく政令により処理することとされ

ている事務とは異なる事務については、条例による事務処理特例制度や事務の委託制

度等の現行制度を活用して対応することとする。 

 

＜大阪市の区域に設置されることとなる特別区の事務＞ 

ⅰ 都道府県が処理することとされている事務（ⅱⅲⅳを除く。）→別表第１－１ 

ⅱ 指定都市が処理することとされている事務（ⅲⅳを除く。）→別表第１－２ 

 ⅲ 中核市が処理することとされている事務（ⅳを除く。）→別表第１－３ 

 ⅳ 特別区が処理することとされている事務 

 ⅴ 市町村が処理することとされている事務のうち、特別区の特例により都が処

理することとされている事務→別表第１－４ 
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（二）大阪府が処理する事務（（三）に掲げる事務を除く。） 

  大阪府は、大都市地域における特別区の設置に関する法律（平成 24 年法律第 80

号）第 10 条の規定により、都とみなされ、特別区を包括する広域の地方公共団体

として、大阪全体の視点から大阪全体における統一的な戦略で取り組むべき機能を

一元的に担うものであり、大阪都市圏の集積及び広がりを踏まえ、大阪全体の成長、

都市の発展及び安心・安全に関わる事務や特別区の連絡調整に関する事務等、都が

処理することとされる事務（別表第１－１から第１－４までに掲げる事務を除く。）

を処理することとする。 

   

なお、特別区の設置の日までの間に、法令改正等により新たに事務の分担の検討

が必要となった場合には、（一）及び（二）に規定する考え方を踏まえて対応する。 

 

（三）任意事務 

  特別区の設置の日前において大阪市が処理していた任意事務（地方公共団体の事

務のうち、国の法令に基づき地方公共団体が処理することとされる事務以外の事務

をいう。以下同じ。）及び大阪府が処理していた任意事務の一部についても、（一）

及び（二）に規定する取扱いに準じて特別区又は大阪府が処理することとする（別

表第１－５）。 

 

（四）高速鉄道事業等の取扱い 

  特別区の設置の日までの間に、大阪市の高速鉄道事業、中量軌道事業及び自動車

運送事業の民営化が実現されない場合は、高速鉄道事業及び中量軌道事業について

は大阪府が処理することとし、自動車運送事業については特別区が処理することと

する。 

 

２．事務の承継 

 

（一）承継する事務 

特別区及び大阪府は、特別区の設置の日において、特別区の設置の日前に大阪府

及び大阪市が処理することとされていた事務を、１．に規定する事務の分担に従い

承継する。 

 

（二）事務の承継に当たっての留意点 

（一）に規定する事務の承継には、財産以外の歳計現金、債権（租税債権を含む。）、

債務、証書、公文書類のみならず、一切の行政上の行為等を含むものとし、法令に

特別の規定がある場合を除き、当該事務を承継する特別区及び大阪府が承継する。 

事務の承継に当たっては、これまで大阪府及び大阪市が蓄積してきた行政のノウ
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ハウ及び高度できめ細かな住民サービスの水準を低下させないよう、大阪府及び大

阪市は、適正に事務を引き継ぐとともに、特別区の設置の際には、住民サービスの

継続的な提供に影響が生じないよう努めるものとする。 

また、特別区の設置の日以後は、各特別区及び大阪府においては、各種事務事業

のサービス水準及びその内容の必要性及び妥当性について十分な検討を行い、住民

の福祉の向上が図られるよう、事務事業の見直しに努めることとする。 
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五 特別区と大阪府の税源の配分及び財政の調整（法第５条第１項第６号関係） 

 

１．特別区と大阪府の税源の配分 

 

  大阪府の税源は、地方税法（昭和 25 年法律第 226 号）に定める道府県税及び

都の特例により課するものとされている市町村税に相当する税目（法人市町村民

税、固定資産税、特別土地保有税、都市計画税、事業所税）とし、特別区の税源

は上記を除く市町村税に相当する税目（個人市町村民税、市町村たばこ税、軽自

動車税等）とする。 

なお、それぞれの税目の取扱いについては、地方税法に定めるところによるほ

か、大阪府及び大阪市の条例の例によるものとする。 

 

２．特別区と大阪府の財政の調整 

 

（一）財政調整の目的・財源及び配分の割合 

大阪府は、地方自治法第 282 条の規定により、大阪府と特別区及び特別区相互

間の財源の均衡化を図り、並びに特別区の行政の自主的かつ計画的な運営を確保

するため、法人市町村民税、固定資産税及び特別土地保有税を財政調整財源とし、

これらの収入額に大阪府の条例で定める割合を乗じて得た額を特別区財政調整交

付金として特別区に交付するものとする。なお、同交付金が目的を達成するため

の額を下回るおそれがある場合には、条例で定める額を加算するものとする。 

大阪府の条例で定める特別区財政調整交付金の割合については、特別区の設置

の日までの地方財政制度の動向も確認した上で大阪府知事と大阪市長で調整する

こととする。 

特別区の設置後３年間は毎年、その後は概ね３年毎に、大阪府・特別区協議会

（仮称）において検証を行う。また、この割合は、税制改正など地方財政制度に

大きな変更があった場合には適宜検証するものとする。 

 

（二）特別区財政調整交付金の種類・割合 

特別区財政調整交付金は、普通交付金（地方交付税法（昭和 25 年法律第 211

号）の規定による算定方法に概ね準ずる算定方法による配分を基本とし、生活保

護費など義務度の強いものは実態に応じて算定。標準税等の算入率は 85％とす

る。）と特別交付金（普通交付金の額の算定期日後に生じた災害等のため特別の財

政需要があり、又は財政収入の減少があることその他特別の事情があると認めら

れる場合に、当該事情を考慮して配分。ただし、特別区の設置後概ね３年間は、

特別区における行政サービスの継続性や安定性に重点をおいて配分。）とし、普通

交付金は財政調整交付金総額の 94％、特別交付金は同額の６％とする。 
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（三）特別区財政調整交付金に加算する額 

特別区財政調整交付金に大阪府の条例で定めて加算する額は、当面、地方交付

税を財源とする財政運営が不可避である点に鑑み、地方交付税や臨時財政対策債

の発行可能額、公債費負担等を勘案したものとする。 

 

（四）大阪市債の償還にかかる財政調整財源の負担 

特別区の設置の日前において発行済みの大阪市債（以下「既発債」という。）の

償還に必要な経費（特定財源を充当するものは除く。）として、特別区が負担する

額は、特別区財政調整交付金の交付を通じて財源保障を行う。大阪府が負担する

額については、税源配分並びに大阪府及び特別区間の財政調整を通じて財源を確

保する。 

 

（五）都市計画税・事業所税の取扱い 

大阪府が課す目的税である都市計画税、事業所税については、大阪市の過去の

事業への充当実績を勘案し、大阪府と特別区の双方の事業に充当することとし、

交付金により特別区に配分するものとする。 

 

（六）特別区の設置後の財政の調整に関する取扱い 

大阪府は特別区の財政運営が円滑に行われるよう、特別区財政調整交付金の交

付のほか、必要に応じて、大阪府に承継される財政調整基金を活用し、特別区に

対して貸付を行うものとする。 

その他財政の調整に関し、大阪府と特別区で調整が必要なものについては、大

阪府・特別区協議会（仮称）で協議することとする。 
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六 特別区の設置に伴う財産処分（法第５条第１項第３号関係） 

 

１．財産の取扱い 

 

（一）基本的な考え方 

 特別区の設置の日前において大阪市が保有していた財産については、大阪市民が

長い歴史の中で築き上げてきた貴重なものであることに鑑み、次の表のとおり区分

し、（二）及び（三）に定めるところにより、特別区又は大阪府が承継するものと

する。 

 ただし、特別区の設置の日前において大阪市が経営していた公営企業及び準公営

企業（以下「公営企業等」という。）に係る会計に属する財産については、（四）に

定めるところにより、特別区又は大阪府が承継するものとする。 

 大阪府が承継する財産に係る事業の終了後における当該財産の取扱いについて

は、大阪府・特別区協議会（仮称）で協議する。 

 

区 分 財産の内容 

第１区分 

①  地方自治法第 238 条第 4項に規定する行政財産 

②  同項に規定する普通財産のうち、行政財産に準ずる性質を

もつもの（貸付等により間接的に公共目的に供する財産をい

う。） 

③  地方自治法第 239 条第 1項に規定する物品 

④  ①から③までに定めるものの従物 

第２区分 第１区分に係る財産以外の財産 

 

 

（二）第１区分に係る財産の取扱い 

  特別区の設置の日前において大阪市が保有していた第１区分に係る財産は、当該

財産に関連する事務の分担に応じて、特別区又は大阪府が承継するものとする。 

  これにより特別区が承継する財産は、当該財産の所在地が新たに属した特別区が

承継するものとする。ただし、別表第２-１-１に掲げる財産は、特別区において共

同で処理する事務に関するものであることから、二に規定する特別区の記載順で筆

頭となる北区が全特別区を代表して承継するものとする。 

  

（三）第２区分に係る財産の取扱い 

 （１）特別区が承継する財産 

特別区の設置の日前に大阪市が保有していた第２区分に係る財産は、（２）及び
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（３）に定めるものを除き、特別区が承継するものとする。 

これにより特別区が承継する財産は、次の表に掲げる区分及び項目に応じて定

める方法を基本として、各特別区が承継するものとする。ただし、別表第２-１-

２に掲げるものについては、北区が全特別区を代表して承継するものとする。 

 

区分 項目 承継の方法 

①株式及び出資による権利 特別区数による等分 

②債権 

個人向け貸付金 特別区内の貸付金残高に応じて承継 

大阪市の区域内の賃借

施設の保証金 

当該賃借施設の所在地が属すること

となる特別区が承継 

上記以外 特別区数による等分 

③基金 

大阪市地域活性化事業

基金 
北区が承継 

大阪港振興基金 湾岸区が承継 

大阪市区政推進基金

（大阪市の特定の地域

を指定して寄付された

ものに限る。） 

当該指定に係る地域が属することと

なる特別区がその残高に応じて承継 

上記以外 各特別区の人口による按分 

①から③までに定めるもの以外のもの 
当該財産の所在地が属することとな

る特別区が承継 

 

（注） 第２区分に係る財産を分割する際に生じる単位未満（金額である場合は千

円を単位とする。）の端数は、人口（官報で公示された直近の国勢調査人口）

が最大となる特別区がまとめて承継する。 

 

 （２）大阪府が承継する財産 

第２区分に係る財産のうち、大阪府が処理することとされた事務の執行に密

接不可分なものは、大阪府が承継するものとする。（別表第２-２-１） 

 

（３）大阪市の財政調整基金の承継（財務リスクへの対応） 

特別区の設置の日前において大阪市が管理していた財務リスク（「財務リスク

の全体像」（平成 19 年２月大阪市公表）に掲げた事業に関して大阪市が取組・
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処理状況を逐次公表している財務リスクをいう。以下同じ。）のうち大阪府が承

継するものに係る将来の支出又は損失の処理に引き当てるため、大阪市の財政

調整基金の一部を大阪府が承継するものとする。その承継する額は、次に掲げ

る法人の資金借入金のうち、大阪市が損失補償の債務を負担しているものの残

高の合計額とする。 

① アジア太平洋トレードセンター株式会社 

② 株式会社湊町開発センター 

③ クリスタ長堀株式会社 

 

 （４）財務リスク解消後の残余財産の取扱い等 

（３）に掲げる財務リスクが解消した後における当該財務リスクに係る残余財

産の取扱いについては、特別区に配分することを基本に、大阪府・特別区協議

会（仮称）で協議する。 

また、引当財源が不足する場合の財源の捻出及び特別区の負担の方法等につ

いては、大阪府・特別区協議会（仮称）で協議する。 

このほか、大阪市から特別区又は大阪府が承継する事務に関して、特別区の

設置の日前の要因による損失の発生が特別区の設置の日以後に新たに明らかと

なった場合における財源の捻出、特別区の負担方法等については、大阪府・特

別区協議会（仮称）で協議する。 

 

（四）公営企業等に係る会計に属する財産の取扱い 

 （１）公営企業等に係る会計に属する財産の承継先 

特別区の設置の日前において大阪市が経営していた公営企業等に係る会計に属

する財産については、中央卸売市場事業会計、港営事業会計及び下水道事業会計

に属するものは大阪府が一括して承継するものとする。自動車運送事業会計（特

別区の設置の日までの間に民営化が実現されない場合に限る。）並びに水道事業会

計及び工業用水道事業会計に属するものは、特別区において共同で処理する事務

に係るものであることから、北区が全ての特別区を代表して承継するものとする。 

 

 （２）高速鉄道事業等の民営化が実現されない場合の取扱い 

特別区の設置の日までの間に、大阪市の高速鉄道事業及び中量軌道事業の民営

化が実現されない場合は、大阪市の高速鉄道事業会計に属する財産は、大阪府が

承継するものとする。また、特別区の設置の日前において、高速鉄道事業会計か

ら利益の一部を大阪市の一般会計等に納付する制度が実施されている場合は、特

別区が当該納付を受ける地位を承継することを基本とし、その後に民営化が実現

した際の会社の株式その他当該事業に係る残余財産の取扱いについては、特別区

に配分することを基本に、大阪府・特別区協議会（仮称）で協議する。 
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２．債務の取扱い 

 

（一）基本的な考え方 

 特別区の設置の日前に大阪市が負担していた債務については、その確実な履行を

期する必要があることに鑑み、（二）及び（三）に定めるところにより、特別区又

は大阪府が承継するものとする。 

 

（二）債務負担行為の取扱い 

特別区の設置の日前において大阪市が負担していた債務負担行為に基づく債務

については、当該債務に関連する事務の分担に応じて、特別区又は大阪府が承継す

るものとする。 

ただし、特別区において共同で処理する事務に係る債務（別表第２-１-３）につ

いては、北区が全ての特別区を代表して承継する。また、損失補償の債務のうち、

別表第２-２-２に掲げるものについては、管理すべき財務リスクの規模や与信能力

を維持する必要性に鑑み、大阪府が承継するものとする。 

 

（三）地方債の取扱い  

（１）既発債の承継先 

既発債は、債権者保護と金融市場の秩序維持の必要性に鑑み、大阪府が承継

する。ただし、既発債のうち大阪府からの借入金の取扱いについては、大阪府

知事が別に定めるものとする。 

 

（２）既発債の償還経費の負担 

大阪府が承継する既発債の償還に必要な経費（元金償還資金、利子支払資金

及び雑費をいう。以下「償還経費」という。）は、会計及び事務の分担に応じて、

特別区等（特別区及び特別区で設置する一部事務組合をいう。以下同じ。）及び

大阪府並びに公営企業等に係る事業を承継した団体（以下「事業承継団体」と

いう。）が負担するものとする。 

   特別区等の負担については、その総額について全ての特別区共通の債務と位

置付けたうえで、特別区等が（３）から（５）までの規定に基づき算定された

それぞれの償還経費に係る負担金（以下「償還負担金」という。）を大阪府に

支払うものとする。 

 

（３）一般会計等に属する既発債の償還負担 

特別区の設置の日前において大阪市の一般会計及び政令等特別会計（市街地

再開発事業会計を除く。）に属する既発債については、特別区の設置の日前にお

ける残高（大阪府が承継する公債償還基金に将来の償還財源として積立済みの

額を除く。以下、各会計の既発債について同じ。）のうち、事務の分担に応じた
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割合を勘案してその３割を大阪府の負担、７割を特別区等の負担とする。ただ

し、公営企業型地方独立行政法人が負担することとなる分については、地方独

立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号）第 86 条の規定による。 

   特別区等の負担に係る償還負担金は、各特別区の人口を基本に按分すること

とする。ただし、市営住宅に係るものの償還負担金については、住宅使用料が

償還経費の財源に充てられることなどを踏まえ、各特別区に所在する市営住宅

の建物の財産台帳価格を基本に按分することとする。 

 

（４）市街地再開発事業会計に属する既発債の償還負担 

特別区の設置の日前において大阪市の市街地再開発事業会計に属する既発債

については、事務の分担を踏まえ、当該事業を承継することとなる南区が、特

別区の設置の日前における残高に係る償還負担金を大阪府に支払うものとする。 

   ただし、南区が大阪府に支払う償還負担金のうち、特別区の設置の日前にお

いて大阪市が財務リスクとして管理していた額（今後の収支不足見込額）につ

いては、全ての特別区で負担するものとする。なお、各特別区の負担割合は、

人口を基本に按分した割合とする。 

 

（５）公営企業等に係る会計に属する既発債の償還負担 

特別区の設置の日前において大阪市が経営していた公営企業等に係る会計に

属する既発債については、特別区の設置の日前における残高に係る償還経費の

全額をそれぞれの事業承継団体の負担とする。 

 

（６）債務負担行為の設定 

特別区等は、（２）から（５）までに定めるところにより、特別区の設置の際、

各特別区等が支払うべき償還負担金に係る債務負担行為を設定する。また、全

ての特別区は、相互に償還負担金に係る連帯債務を負担するものとする。 

 

・財産処分（イメージ） →別表第２－４ 

・財産・債務目録    →別表第２－５ 
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七 大阪市及び大阪府の職員の移管（法第５条第１項第７号関係） 

 

１．職員の移管 

（一）基本的な考え方 

特別区及び大阪府において、四１．に規定する事務の分担に応じた最適な職員体制

を構築するものとする。特別区においては、近隣中核市をモデルに、大阪市の特性な

どを踏まえて職員体制を整備するものとする。大阪府においては、大阪市からの事務

の移管後も、全国でも有数の効率的な職員体制を目指し、必要な職員体制を整備する

ものとする。 

また、特別区の設置を機に、これまでの大阪府、大阪市の組織の枠にとらわれず、

適材適所による最適な職員配置を実施するものとする。 

 

（二）職員の移管 

大阪府及び大阪市の職員は、原則として事務の分担に応じて、特別区の設置の日に

おいて、特別区又は大阪府のいずれかの職員として引き継ぐこととする。 

 

ただし、大阪市の職員のうち、特別区の設置の日前において、幼稚園、保育所、一

般廃棄物の収集輸送事業、高速鉄道事業、中量軌道事業、自動車運送事業及び水道事

業に従事する職員は、特別区の設置の日までの間に民営化が実現されない場合は、幼

稚園、保育所、一般廃棄物の収集輸送事業、自動車運送事業及び水道事業の職員は、

当該職員が専ら従事している業務の管理区域が属することとなる特別区の職員とし

て引き継ぐことを基本とし、高速鉄道事業及び中量軌道事業の職員は大阪府の職員と

して引き継ぐことを基本とする。 

また、特別区の設置の日前において一般廃棄物の焼却処理事業に従事する職員は、

特別区の設置の日までの間に一部事務組合が設置されない場合は、当該職員が専ら従

事している業務の管理区域が属することとなる特別区の職員として引き継ぐことを

基本とする。 

  

・職員の移管（イメージ）   →別表第３－１ 

・特別区の組織体制（イメージ）→別表第３－２ 

・大阪府の組織体制（イメージ）→別表第３－３ 

 

（三）職員の任免、給与その他の身分の取扱い 

職員の任免、給与その他の身分の取扱いについては、大阪府に移管される職員につ

いては大阪府の制度を適用することとし、特別区に移管される職員については特別区

の設置の日前において適用される大阪市の制度を適用することとする。 

職員の移管にあたっては、特別区の設置の日の前後において異なる制度を適用され

ることとなる職員について、不当に不利益を生じることのないよう調整するとともに、
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各々の自治体内で不均衡が生じることのないよう、職員の任免、給与その他の身分取

扱いに関して、公正に処理することとする。 

 

２．共済制度 

特別区及び大阪府の全ての職員をもって組織する地方公務員共済組合は設けない

こととし、大阪府の職員となった者は地方職員共済組合、特別区の職員となった者は

大阪市職員共済組合の権利義務を承継する地方公務員共済組合の組合員となること

とする。 
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八 その他特別区の設置に関し必要な事項（法第５条第１項第８号関係） 

 

１．都区協議会 

 

地方自治法第282条の２の規定に基づき、大阪府及び特別区の事務の処理について、

大阪府と特別区及び特別区相互の間の連絡調整を図るため、大阪府・特別区協議会（仮

称）を設置する。 

 大阪府・特別区協議会の委員構成については、大阪府知事並びに北区、湾岸区、東

区、南区及び中央区の５人の特別区の区長を基本に、必要に応じて議会の代表者、長

の補助機関である職員、学識経験者等を構成員に加えることができることとする。 

 その上で、具体的な委員の選任については、特別区の設置の日以後、大阪府知事と

特別区の区長の協議により定めることとする。 

 また、大阪府・特別区協議会の処理する事務については、地方自治法第 282 条の２

及び同法施行令第 210 条の 16 の規定に基づき、特別区財政調整交付金に係る条例を

制定する場合において大阪府知事に対して意見を述べるほか、以下に掲げる事項を基

本に、特別区の設置の日以後、大阪府知事と特別区の区長の協議により定めることと

する。 

  ・大阪市から大阪府が承継する財産の事業終了後の取扱いの協議 

  ・大阪市から大阪府が承継する財務リスクの解消時の残余財産の取扱い及び 

引当財源が不足する場合の財源の捻出、特別区の負担方法の協議 

  ・大阪市から特別区又は大阪府が承継する事務に関して、特別区の設置の日前の

要因による損失の発生が特別区の設置の日以後に新たに明らかとなった場合

の財源の捻出、特別区の負担方法等の協議 

  ・特別区の設置の日以後の事務の分担に関する取扱いの協議    等 

 併せて、協議が調わない場合において有識者等で構成する第三者機関を通じて意見

の調整を行うなど、円滑な協議会運営が図られるよう、必要な事項について大阪府知

事と特別区の区長の協議により定めることとする。 
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２．特別区において共同で処理する事務 

 

（一）基本的な考え方 

 特別区が担う事務については、各特別区において実施することを原則とするが、以

下の（二）から（四）までに掲げる事務については、専門性の確保、サービスの実施

に係る公平性及び効率性の確保を図るため、一部事務組合、機関等の共同設置等の仕

組みの活用により、共同で処理することとする。 

 

（二）全ての特別区を構成団体とする一部事務組合の設置 

（１）一部事務組合の概要 

次の表に掲げる考え方を基本とし、特別区の設置の日において、地方自治法

第 284 条第２項の規定に基づき、特別区の協議により規約を定め、一部事務組

合を設けるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

①名称は、大阪特別区事務組合（仮称）（以下「事務組合」という。）と

する。 

②特別区の設置の日に設置する。 

③共同処理する事務は、別表第２-３に掲げる事務とする。 

④事務所の位置は、現在の大阪市役所本庁舎内とする。 

⑤議会の議員の定数及び選挙の方法は、特別区の協議により定める。 

⑥管理者は構成団体の長の互選により定める。 

⑦組織については、事務を担うために必要な体制を整備することとする。 

⑧経費は、構成団体の負担金、事業収入、国及び大阪府の支出金、交付

金その他の収入をもって充てる。 

⑨北区は事務組合の設置の際、承継した別表第２－１－１及び第２－１

－２の財産並びに別表第２－１－３の債務を全ての特別区を代表して事

務組合に引き継ぐものとする。 

⑩事務組合が承継した財産及び債務は、全ての特別区から共同で承継さ

れたものとみなして、持分等を定める。 
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（三）全ての特別区による機関等の共同設置 

 （１）次の表に掲げる考え方を基本とし、特別区の設置の日において、地方自治法

第 252 条の 7 第 1 項の規定に基づき、特別区の協議により規約を定め、身体障が

い者更生相談所及び知的障がい者更生相談所を共同で設置し、事務を処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）次の表に掲げる考え方を基本とし、特別区の設置の日において、地方自治法

第 252 条の 7第 1 項の規定に基づき、特別区の協議により規約を定め、監査委員

及び監査委員事務局を共同で設置し、事務を処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（四）特別区及び他の市町村を構成団体とする一部事務組合、広域連合等 

特別区の設置の日前において、大阪市が他の市町村と一部事務組合又は広域連合を

設置して実施することとされていた事務は、特別区の設置の日以後においても、引き

続き、当該一部事務組合又は広域連合で実施することとする。 

 

（水防事務） 

淀川左岸水防事務組合、淀川右岸水防事務組合、大和川右岸水防事務組合 

（後期高齢者医療事業） 

大阪府後期高齢者医療広域連合 

（一般廃棄物処理（焼却処理事業）） 

大阪市・八尾市・松原市環境施設組合 

※特別区の設置の日までの間に同組合が設置されなかった場合は、特別区の設置

の日において、全ての特別区を構成団体とする一部事務組合を設置することと

・身体障がい者更生相談所 

 ・知的障がい者更生相談所 

 ・監査委員 

 ・監査委員事務局 

①名称は、大阪特別区身体障がい者更生相談所（仮称）、大阪特別区知的

障がい者更生相談所（仮称）とする。 

②特別区の設置の日に設置する。 

③執務場所は、現在の大阪市立心身障がい者リハビリテーションセンタ

ー内とする。 

④経費は、各特別区が負担するものとし、当該負担すべき額は、特別区

の区長の協議により定める。 

①名称は、大阪特別区監査委員（仮称）、大阪特別区監査委員事務局（仮

称）とする。 

②監査委員の選任の日に設置する。 

③執務場所は、現在の大阪市役所本庁舎内とする。 

④監査委員の定数、選任方法等については、地方自治法の定めるところ

による。 

⑤経費は、各特別区が負担するものとし、当該負担すべき額は、特別区

の区長の協議により定める。 



20 

 

する。 

 

３．特別区の支所等の事務 

  

特別区の設置の日前において、大阪市の 24 区役所及び保健福祉センター（以下「現

在の区役所等」という。）で実施することとされていた次の表に掲げる事務について

は、住民の利便性を確保するため、現在の区役所等を特別区の主たる事務所及びその

支所等とすることにより実施する。 

 

分野 支所等の事務 

こども ・保育所の入所手続、保育料賦課徴収 

・子育て支援（相談、児童手当の受付等） 

・ひとり親家庭の支援（生活支援サービスの受付等） 

福祉 ・生活保護相談・申請等 

・地域福祉等に関する業務（成年後見制度利用支援等） 

・障がい者福祉に関する業務 

（身体障がい者手帳の申請、自立支援給付等） 

・高齢者福祉に関する業務（敬老優待乗車証交付等） 

・国民健康保険、介護保険、国民年金等の届出等 

健康・保健 ・健診、予防接種、相談、医療費助成等 

・食品・環境衛生関係相談、医療関係届出等 

・精神障がい者保健福祉手帳の申請等 

・狂犬病予防・動物愛護等 

教育 ・就学事務 

住民生活 ・住民登録、印鑑登録、戸籍関係等に関する業務 

・ＤＶ対策等に関する相談 

自治体運営 ・税関係証明書の発行、税の収納 

 

４．町の名称 

町の名称の取扱いについては、地域の歴史、文化などを考慮し、特別区の設置の

日までの間に住民の意見を踏まえて大阪市長が定めることとする。 

 

５．その他 

  その他、特別区の条例や予算をはじめ、特別区の設置に関し必要な事項について

は、特別区の設置の日までの間に、その内容に応じて、大阪府知事と大阪市長が必

要な協議を行って、定めることとする。 
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別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別表第１－１～別表第１－５ 

 

⇒資料３－２参照 
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別表第２-１-１（北区が全特別区を代表して承継する第１区分に係る財産） 

財産区分 項目 承継の方法 

別表第２‐３に掲げる事務の用に供する財産 

北区が全ての特

別区を代表して

承継 
その他の財

産 

・弁天町駅前開発土地信託事業（以下「オーク

200 事業」という。）の終了に伴い大阪市が引

渡しを受けた財産 

・土地先行取得事業会計に属する財産 

 

別表第２-１-２（北区が全特別区を代表して承継する第２区分に係る財産） 

財産区分 項目 承継の方法 

別表第２‐３に掲げる事務の用に供する財産 

北区が全ての特

別区を代表して

承継 

債権 ・国民健康保険出産費資金貸付金 

基金 
・大阪市介護給付費準備基金 

・大阪市設泉南メモリアルパーク運営基金 

その他の財

産 

・大阪市の区域外に所在する財産 

・「大阪市未利用地活用方針」（「大阪市未利用地

活用方針の策定について」（平成 19 年６月大阪

市決定）に基づき逐次決定される未利用地の活

用に関する方針をいう。）に基づき「処分検討

地」とされた土地（以下「処分検討地」という。）

及びその土地上の建物その他の財産 

・オーク 200 事業の終了に伴い大阪市が引渡しを

受けた財産 

・土地先行取得事業会計に属する財産 

 

 別表第２-１-３（北区が全特別区を代表して承継する債務） 

項目 承継の方法 

別表第２‐３に掲げる事務に係る債務負担行為に基づく債務 

北区が全ての特

別区を代表して

承継 

（注）上記の債務には、オーク 200 事業に関する和解の和解条項に基づき、大阪市が負担して

いる和解金の支払債務を含むものとする。 
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別表第２‐２‐１ （大阪府が承継する第２区分に係る財産） 

 財産区分 項目 

株式・出資に

よる権利 

・大阪港埠頭(株) 株式 

・大阪港埠頭ターミナル(株) 株式 

・(株)大阪港トランスポートシステム株式 

・関西国際空港土地保有(株) 株式 

・阪神高速道路(株) 株式 

・本州四国連絡高速道路(株) 株式 

・アジア太平洋トレードセンター(株) 株式 

・(株)湊町開発センター株式 

・クリスタ長堀(株) 株式 

・(株)日本宝くじシステム株式 

・公立大学法人大阪市立大学出資 

・(地独)大阪市立工業研究所出資 

・(独法)日本高速道路保有・債務返済機構出資金 

・(社福)大阪社会医療センター出捐金 

債権 （貸付金） 

・アジア太平洋トレードセンター株式会社貸付金 

・株式会社湊町開発センター貸付金 

・クリスタ長堀株式会社貸付金（大阪都市計画道路長堀東西線

整備事業にかかわる社会資本整備特別措置法に基づく無利

子貸付金） 

・クリスタ長堀株式会社貸付金（クリスタ長堀株式会社に対す

る長期貸付金） 

・公立大学法人大阪市立大学貸付金 

・大阪港埠頭株式会社貸付金（外貿埠頭建設資金貸付金） 

・大阪港埠頭株式会社貸付金（フェリー埠頭建設資金貸付金） 

・夢洲コンテナターミナル株式会社貸付金 

・関西国際空港土地保有株式会社貸付金 

・独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構貸付金 

・大阪市食肉市場株式会社貸付金 

・母子寡婦福祉貸付金 

（保証金） 

・アジア太平洋トレードセンター株式会社保証金 

・消防職員公舎保証金 

基金 ・大阪市財政調整基金（六１．（三）（３）に係るものに限る。） 

・公債償還基金 

・東洋陶磁美術振興基金 

・大阪市美術品等取得基金 

（注）本表に掲げる財産は、平成 24 年度大阪市決算書「平成 24年度大阪市財産に関する調

書」記載ベースの該当財産であり、特別区の設置の日までの間に、この協定書の考え方に

基づいて追加その他の変更が生じることがある。 
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別表第２‐２‐２ （大阪府が承継する債務） 

 区分 項目 

損失補償の債務 ・アジア太平洋トレードセンター株式会社に係る特定

調停に伴う資金借入金に対する損失補償 

・株式会社湊町開発センターに係る特定調停に伴う資

金借入金に対する損失補償 

・クリスタ長堀株式会社に係る特定調停に伴う資金借

入金に対する損失補償 
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別表第２‐３（特別区が一部事務組合を設けて共同処理する事務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①事業  

国民健康保険事業、介護保険事業、水道事業及び工業用水道事業 

 

②システム管理 

住民情報系７システム〔住民基本台帳等システム、戸籍情報システム、税務事

務システム、総合福祉システム、国民健康保険等システム、介護保険システム、

統合基盤・ネットワークシステム〕等 

 

③施設管理 

＜福祉施設＞ 

・児童自立支援施設（大阪市立阿武山学園） 

・情緒障がい児短期治療施設（大阪市立児童院・大阪市立弘済のぞみ園） 

・児童養護施設 

（大阪市立入舟寮・大阪市立弘済みらい園・大阪市立長谷川羽曳野学園） 

・母子生活支援施設 

（大阪市立北さくら園・大阪市立東さくら園・大阪市立南さくら園） 

・母子福祉施設（大阪市立愛光会館） 

・保護施設 

（大阪市立大淀寮・大阪市立淀川寮・大阪市立港晴寮・大阪市立第２港晴寮） 

・大阪市立心身障がい者リハビリテーションセンター 

（身体障がい者更生相談所・知的障がい者更生相談所に係る部分を除く。） 

・福祉型障がい児入所施設（大阪市立敷津浦学園） 

・福祉型児童発達支援センター 

（大阪市立都島こども園・大阪市立姫島こども園・大阪市立淡路こども園） 

・ホームレス自立支援センター 

・障がい者就労支援施設（大阪市立千里作業指導所） 

・特別養護老人ホーム（大阪市立大畑山苑） 

・医療保護施設・養護老人ホーム・特別養護老人ホーム（大阪市立弘済院） 

 

＜市民利用施設＞ 

・青少年野外活動施設（大阪市立信太山青少年野外活動センター） 

・ユースホステル（大阪市立長居ユースホステル） 

・青少年文化創造ステーション（大阪市立青少年センター） 

・児童文化会館（大阪市立こども文化センター） 
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※ なお、民営化が実現されない場合に特別区が処理することとしている自動車運

送事業については、当該一部事務組合で共同処理することとする。 

  

・障がい者スポーツセンター 

（大阪市舞洲障がい者スポーツセンター・ 

大阪市長居障がい者スポーツセンター） 

・市民学習センター 

（大阪市立総合生涯学習センター・大阪市立阿倍野市民学習センター・ 

大阪市立難波市民学習センター） 

・大阪市中央体育館 

・大阪市立大阪プール 

・靱庭球場 

・女性いきいきセンター 

（大阪市立男女共同参画センター中央館・大阪市立男女共同参画センター北部

館・大阪市立男女共同参画センター西部館・大阪市立男女共同参画センター

南部館・大阪市立男女共同参画センター東部館） 

 

＜その他＞ 

・中央急病診療所・都島休日急病診療所・十三休日急病診療所・今里休日急病診

療所・中野休日急病診療所・沢之町休日急病診療所・中野休日急病診療所 

・大阪市動物管理センター 

・キッズプラザ大阪（運営補助） 

・大阪市立北斎場・大阪市立小林斎場・大阪市立佃斎場・大阪市立鶴見斎場・ 

大阪市立瓜破斎場・大阪市立葬祭場 

・泉南メモリアルパーク・瓜破霊園・服部霊園・北霊園・南霊園 

 

④財産管理 

・「大阪市未利用地活用方針」に基づき「処分検討地」とされた土地等の管理 

及び処分 

・オーク 200 事業の終了に伴い大阪市が引渡しを受けた財産の管理及び処分 

・大阪市の土地先行取得事業会計に属していた財産の管理及び処分 
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別表第２－４ 財産処分（イメージ） 

１．財産 

大阪市の財産 特別区の設置に伴う承継先 

合計 

７兆 6,857 億円 

（内訳） 

一般会計 

7 兆 1,257 億円 

政令等特別会計 

5,600 億円 

特別区等 

(75.1%) 

5 兆 7,744 億円 

土地・建物・物品 5 兆 5,361 億円 

株式・出資 644 億円 

債権 579 億円 

基金 1,161 億円 

大阪府 

(24.9%) 

1 兆 9,113 億円 

土地・建物・物品 1 兆 267 億円 

株式・出資 3,476 億円 

債権 785 億円 

基金 4,584 億円 

 

２．債務 

大阪市の債務 特別区の設置に伴う承継先 

債務負担行為 

1,258 億円 

（全て一般会計） 

特別区等   (68.7%) 864 億円 

大阪府    (18.8%) 237 億円 

特別区等と大阪府の所管が混在するもの 

  (12.5%) 

157 億円 

地方債 

 合 計  3兆 3,048 億円 

（内訳） 

一般会計  2兆 8,300 億円 

政令等特別会計 4,748億円 

 

大阪府    (100%) 

 

3 兆 3,048 億円 

 
（注） 一般会計・政令等特別会計について集計。なお、数値のベースは次の表のとおりであるが、

特別区の設置の日までの間に数量や金額の変更が生じることがある。 

土地・建物 市公有財産台帳データ（H26.4.1 時点） 

物品 市財務会計システム物品管理データ 

（H25.4.1 時点。ただし、美術品は H25.3.31 時点） 

(注) 取得価格 100 万円以上のものを抽出 

動産、物権、無体財産権、株式、 

出資による権利、債権 

Ｈ24 年度決算書「Ｈ24 年度大阪市財産に関する調書」ベース 

基金 Ｈ24 年度決算書「Ｈ24 年度大阪市財産に関する調書」ベース 

ただし、財政調整基金及び都市整備事業基金は H24 年度末残高 

債務負担行為 H26 年度 5月補正後予算ベース（H26 年度以降支出予定額） 

地方債 H24 年度決算ベース 

※動産、物権、無体財産権、株式、出資による権利、債権及び基金は、利用可能な直近資料である「H24 年度

大阪市財産に関する調書」による。 

※動産、物権、無体財産権は件数、面積で記載されているため、金額に含まれていない。 

※処分済みのもの、解散会社の株式、償還済み（予定）の債権、廃止済みの基金などは含まれていない。 
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別表第２－５ 

 

⇒資料３－３参照 
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別表第３－１ 職員の移管（イメージ） 

特別区の設置の日前における現員数見込み 特別区の設置の日 

大 阪 府 約 82,400 人 大 阪 府 約 89,200 人 

内 

訳 

知事部局等 約 8,100 人 

内 

訳 

知事部局等 約 10,000 人 

学校 約 51,100 人 

学校 約 52,600 人 

警察 約 23,200 人 

警察 約 23,200 人 消防 約 3,400 人 

大 阪 市 約 35,600 人 特 別 区 約 12,900 人 

内 
訳 

市長部局等 約 13,200 人 

内 

訳 

 
約 2,400 人 

消防 約 3,400 人 湾岸区 約 1,600 人 

高等学校等 約 1,500 人 東区 約 2,200 人 

幼稚園・小中学校 約 1,600 人 南区 約 2,600 人 

下水道・一般廃棄

物・保育所 
約 5,700 人 中央区 約 2,100 人 

交通・水道・病院 約 10,200 人 

一部事務組合 約 400 人 

幼稚園・小中学校 

（各特別区の合計） 
約 1,600 人 

特別区の設置の日までの

間に経営形態の変更を検

討中のもの 

約 15,900 人 

備考 

・原則として事務の分担に応じて職員を移管 

・職員数については、平成 26 年 7 月時点での試算による概数 

・右記の特別区（北区・湾岸区・東区・南区・中央区）及び一部事務組合については、

左記の大阪市の市長部局等より移管 

・退職の動向や経営形態の変更の状況等により変更あり 

 

北区 
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別表第３－２ 特別区の組織体制（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

危 機 管 理 室 

財  政  部 

              （政策企画、行政改革、広報・報道、情報公開等） 

              （防災・危機管理、被災地支援等） 

              （秘書、総務、庁舎管理、文書、統計、人事・給与・厚生等） 

              （予算・決算、財源、議会、税制・課税・納税、契約、管財・用地等） 

              （地域振興・区民協働、住民基本台帳、人権・男女共同参画・支所事務の統括等） 

              （住民票等の発行、区税の収納、国民健康保険等の窓口サービス等） 

               

 

 

 

（地域の中小企業支援、商店街振興、農業振興等） 

              （地域福祉、生活保護、障がい者、高齢者福祉、国民健康保険、福祉事務所事務等） 

              （子育て支援・待機児童対策、青少年企画、こども育成、児童相談所事務等） 

              （保健事業・健康増進、感染症対策、食品衛生、保健所事務等） 

              （環境監視規制、産業廃棄物処理規制、ごみ減量化等） 

              （都市計画・区画整理、住宅政策、公営住宅、建築指導等） 

              （道路・橋りょう、交通対策、自転車対策、河川管理、公園管理等） 

              （出納・審査等） 

              （教職員人事、小・中学校教育、文化財保護、図書館、スポーツ等） 

              （選挙事務等） 

              （監査事務等） 

（公平審査事務等） 

              （議会事務等） 

特

別

区

長 

政 策 企 画 部 

危 機 管 理 室 

総  務  部 

財  政  部 

区  民  部 

産 業 振 興 部 

福  祉  部 

こ ど も 部 

健  康  部 

環  境  部 

都 市 計 画 部 

建  設  部 

会  計  室 

教 育 委 員 会 事 務 局 

選挙管理委員会事務局 

議 会 事 務 局 

支  所 

公 平 委 員 会 事 務 局 

事務分担等 

○こども部門 

○福祉部門（福祉部関連・福祉事務所除く。） 

○教育部門（教育委員会事務局関連） 

○住民生活等部門（区民部、財政部関連等） 
                    
                         併 
                         設 

［福祉部］福祉事務所（分室） 

［健康部］保健センター 

※組織名称はイメージを表すものであり仮称 

監 査 委 員 事 務 局 
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別表第３－３ 大阪府の組織体制（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 

知 

事 

大 都 市 推 進 局 

政 策 企 画 局 

危 機 管 理 局 

総 務 局 

財 務 局 

府 民 文 化 局 

福 祉 局 

健 康 医 療 局 

商 工 労 働 局 

環 境 農 林 水 産 局 

都 市 整 備 局 

住宅まちづくり局 

会 計 局 

消 防 庁 

教育委員会事務局 

固定資産評価審査委員会事務局 

選挙管理委員会事務局 

（大都市政策、大阪府・特別区協議会（仮称）等） 

 

 

（成長戦略等の一元化） 
 

 

（固定資産税、法人市町村民税等事務の移管） 

（文化、観光、スポーツ振興等の一元化） 

（高齢者福祉専門研修の一元化） 

（精神保健福祉センターの一元化） 

（成長分野の企業支援等の一元化） 

（中央卸売市場等の移管） 

（広域インフラ等の一元化） 

（グランドデザイン関連等の一元化） 

 

監 査 委 員 事 務 局 

人 事 委 員 会 事 務 局 

労 働 委 員 会 事 務 局 

収 用 委 員 会 事 務 局 

海区漁業調整委員会事務局 

内水面漁場管理委員会事務局 

（消防事務の管理） 

（高等学校、特別支援学校等の一元化） 

 

公 安 委 員 会 

※大阪市からの移管業務を中心に記載 

※組織名称はイメージを表すものであり仮称 

 

事務分担等 

議 会 事 務 局 


